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■子どもと向き合う時間をつくり
ましょう　忙しい手を止めて、子
どもの話を聴く時間をつくりま
しょう。
■子どもの話を否定しないで聞き
ましょう　子どもの話を否定しな
いでじっくり聞き、子どもの気持
ちを理解するよう努めましょう。
■子どもを信じましょう　子ども
は自ら成長する力があります。子
どもの成長を信じましょう。

悩みを抱える
子どもへの接し方
言葉と心を聴きましょう

　
３
月
は
、
新

し
い
生
活
へ
の

不
安
な
ど
、
悩

み
を
抱
え
や
す
い
時
期
で

す
。
「
ふ
ら
っ
ぷ
」
で
は
、

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
お
お
む
ね

15
〜
39
歳
の
青
少
年
を
対

象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
ら
っ
ぷ
」
で
は
、
専
門

の
知
識
や
豊
富
な
経
験
が
あ
る

相
談
員
が
、
相
談
者
の
抱
え
る

問
題
を
一
緒
に
考
え
、
解
決
に

向
け
て
い
き
ま
す
。

　
ご
家
族
だ
け
で
は
問
題
を
解

決
す
る
の
は
難
し
い
場
合
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
悩
み
を
抱
え

る
子
ど
も
へ
の
接
し
方
な
ど
も
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
社
会
生
活
を
送
る
中
で
、
困

難
を
抱
え
る
子
ど
も
や
若
者
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
子
ど
も
や
若
者

が
抱
え
る
問
題
に
幅
広
く
対
応

で
き
る
よ
う
、
「
教
育
」
「
福

祉
」
「
保
健
」
「
矯
正
・
更
生

保
護
」
「
雇
用
」
な
ど
の
関
係

機
関
団
体
で
構
成
す
る
「
市
子

ど
も・若
者
支
援
地
域
協
議
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
受
け
た
相
談
に
応
じ
て
、
協

議
会
の
構
成
員
な
ど
の
専
門
的

な
意
見
や
協
力
を
求
め
な
が
ら
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た

支
援
を
「
ふ
ら
っ
ぷ
」
で
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、

高
校
を
中
退
し
た
人
や
ニ
ー
ト
、

ひ
き
こ
も
り
の
人
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
ふ
ら
っ
ぷ
☎（
633
）３
７
１
５

専
門
の
知
識
や
経
験
が
あ
る

相
談
員
が
計
画
的
に
支
援

独
り
で
悩
ま
ず

地
域
や
専
門
家
と
協
力
し

解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

■日時　月～金曜日、午前９時～午後５
時。祝休日・年末年始を除く。
■会場　中央 （中央１丁目）。
■相談
▽電話相談　☎(633)３７１５
▽面接相談（要予約）　電話で、ふらっぷ
へ。
▽出張相談　各 などで定期的に相談
を受けています。日時・会場など詳しくは、
38ページをご覧ください。

青少年自立支援センター 
「ふらっぷ」

青少年自立支援センター 
「ふらっぷ」

県庁

市役所

オリオン通り

市総合福祉センター

大通り

中央小

ふらっぷ
（中央　内）　　涯

みないーこ

涯

区

青少年本人や家族
からの相談を受け

付け

相談

専門の知識や経験がある
相談員が、相談者の考えや
気持ちを伺います

面接

支援内容
の決定

国・県、自立支援団
体と連携した、
仕事体験・講座など

支援

就学・就労など
自立

悩みを抱え込まずに、
　 相談してみませんか

ご
家
族
か
ら
の
相
談

ひとりじゃない

◎フリーダイヤル自殺予防いのちの電話　▽日時　3月10日（土）午前8時～11日（日）午前8時（24時間）▽
内容　死にたい・死のうと思っている人や、周囲にこのような人がいる人などの自殺予防相談▽フリーダ
イヤル　☎0120（783）556。問栃木いのちの電話事務局☎（622）7970、保健予防課☎（626）1114

 住ま
い
・
環
境

安
全
・
交
通
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